
JP 2017-515384 A5 2018.3.29

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成30年3月29日(2018.3.29)

【公表番号】特表2017-515384(P2017-515384A)
【公表日】平成29年6月8日(2017.6.8)
【年通号数】公開・登録公報2017-021
【出願番号】特願2016-562792(P2016-562792)
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【手続補正書】
【提出日】平成30年2月14日(2018.2.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　事業者の展開中の第１の事業者に関連する第１のノードのために、無認可無線周波数ス
ペクトル帯域を介してクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を実行することと、ここに
おいて、前記ＣＣＡは前記第１のノードからのデータの送信に関連するフレームのための
ものである、
　前記第１のノードと第２のノードとの間で前記データの前記送信を協調させることと、
ここにおいて、前記第２のノードは事業者の前記展開中の第２の事業者に関連する、
　前記第１のノードの前記ＣＣＡが成功し、前記第２のノードのＣＣＡが失敗したと決定
することと、ここにおいて、前記第２のノードの前記ＣＣＡは前記第２の事業者からの前
記データの前記送信に関連するフレームのためのものである、
　前記無認可無線周波数スペクトル帯域を介して前記データを送信することと、前記デー
タが、前記第１の事業者と前記第２の事業者との間の合意に従って前記第１のノードによ
って送信される、
　を備える、ワイヤレス通信の方法。
【請求項２】
　前記第１のノードによって、前記データの前記送信に関連するフレームのための前記Ｃ
ＣＡのロケーションを決定すること、
　ここにおいて、前記フレームのための前記ＣＣＡの前記ロケーションが、前記第１のノ
ードと前記第２のノードとに対して同じである、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記データの前記送信に関連するフレームのための前記第２のノードのＣＣＡが成功す
ると、前記第１のノードが、前記第２のノードによる前記データの送信と並行して、前記
データを送信する、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のノードが、前記データを送信するためにマルチキャストチャネル（ＭＣＣＨ



(2) JP 2017-515384 A5 2018.3.29

）構成を使用する、ここにおいて、前記ＭＣＣＨ構成が、前記第１のノードと前記第２の
ノードとに共通である、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１のノードが、前記データを送信するために同期プロトコルデータユニット（Ｓ
ＹＮＣ　ＰＤＵ）を使用する、ここにおいて、前記ＳＹＮＣ　ＰＤＵが、前記第１のノー
ドと前記第２のノードとに共通である、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記データの前記送信が、前記第１のノードと前記第２のノードとによる、マルチメデ
ィア・ブロードキャスト・マルチキャスト・サービス（ＭＢＭＳ）送信、ユニキャスト送
信、または多地点協調（ＣｏＭＰ）送信のうちの少なくとも１つの一部である、請求項１
に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１のノードによって、前記第２のノードの送信ステータスに基づいて、前記ＣＣ
Ａが成功した前記無認可無線周波数スペクトル帯域のフレーム中に前記データを送信すべ
きかどうかを決定すること
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記第２のノードによる前記データの送信を検出したことに応答して、前記フレーム中
に前記第１のノードによって前記データを送信すること
　をさらに備える、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記フレーム中に前記データの前記第２のノードによる送信の欠如を検出したことに応
答して、前記フレーム中に前記第１のノードによって前記データを送信すること
　をさらに備える、請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第１の事業者と前記第２の事業者との間の前記合意が、前記データを送信するため
に割り当てられる前記第１のノードの帯域幅の割合を定義する、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第１の事業者と前記第２の事業者との間の前記合意が、あらかじめ定義された合意
または機会主義的な合意のうちの少なくとも１つを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第１のノードによって、前記データの前記送信に関する情報を受信すること、前記
情報が、運用、管理、および保守（ＯＡＭ）サーバ、前記第２の事業者に通信可能に結合
された前記第１の事業者のマルチキャスト協調エンティティ、前記第２の事業者に関連す
る第２のノード、前記第１の事業者に関連する第３のノード、前記第２のノードによって
送信されたサービス情報公報、または前記第２のノードによって送信されたマルチキャス
トチャネルのうちの少なくとも１つから受信される、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記データの前記送信に関する前記情報が、前記データまたは前記データの前記送信に
ついての構成データのうちの少なくとも１つを備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　事業者の展開中の第１の事業者に関連する第１のノードのために、無認可無線周波数ス
ペクトル帯域を介してクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を実行するための手段と、
ここにおいて、前記ＣＣＡは前記第１のノードからのデータの送信に関連するフレームの
ためのものである、
　前記第１のノードと第２のノードとの間で前記データの前記送信を協調させるための手
段と、ここにおいて、前記第２のノードは事業者の前記展開中の第２の事業者に関連する
、
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　前記第１のノードの前記ＣＣＡが成功し、前記第２のノードのＣＣＡが失敗したと決定
するための手段と、ここにおいて、前記第２のノードの前記ＣＣＡは前記第２の事業者か
らの前記データの前記送信に関連するフレームのためのものである、
　前記無認可無線周波数スペクトル帯域を介して前記データを送信するための手段と、前
記データが、前記第１の事業者と前記第２の事業者との間の合意に従って前記第１のノー
ドによって送信される、
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項１５】
　請求項１～請求項１３のうちのいずれか一項に記載の方法を実行するための命令を備え
る、プロセッサによって実行可能な命令を記憶するための非一時的コンピュータ可読媒体
。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２２０】
　[0238]本開示についての以上の説明は、当業者が本開示を作成または使用することがで
きるように提供されるものである。本開示への様々な変更は当業者には容易に明らかにな
り、本明細書で定義した一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく他の
変形形態に適用され得る。本開示全体にわたって、「例」または「例示的」という用語は
、一例または一事例を示すものであり、言及した例についてのいかなる選好も暗示または
要求しない。したがって、本開示は、本明細書で説明した例および設計に限定されるべき
でなく、本明細書で開示する原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲を与えられる
べきである。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
[Ｃ１]　ワイヤレス通信の方法であって、
　無認可無線周波数スペクトル帯域を介して事業者の展開中の第１の事業者に関連する第
１のノードに対するクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を実行することと、
　前記ＣＣＡが成功すると、前記無認可無線周波数スペクトル帯域を介してデータを送信
することと、前記データが、前記第１の事業者と事業者の前記展開中の第２の事業者との
間の合意に従って前記第１のノードによって送信される、
　を備える、ワイヤレス通信の方法。
[Ｃ２]　前記第１のノードと前記第２の事業者に関連する第２のノードとの間で前記デー
タの前記送信を協調させること
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ３]　前記第１のノードによって、前記データの前記送信に関連するフレームのための
前記ＣＣＡのロケーションを決定すること、
　ここにおいて、前記フレームのための前記ＣＣＡの前記ロケーションが、前記第１のノ
ードと前記第２のノードとに対して同じである、
　をさらに備える、Ｃ２に記載の方法。
[Ｃ４]　前記第２の事業者からの前記データの前記送信に関連するフレームのための前記
第２のノードのＣＣＡが失敗すると、前記第１のノードが前記データを送信する、Ｃ２に
記載の方法。
[Ｃ５]　前記データの前記送信に関連するフレームのための前記第２のノードのＣＣＡが
成功すると、前記第１のノードが、前記第２のノードによる前記データの送信と並行して
、前記データを送信する、Ｃ２に記載の方法。
[Ｃ６]　前記第１のノードが、前記データを送信するためにマルチキャストチャネル（Ｍ
ＣＣＨ）構成を使用する、ここにおいて、前記ＭＣＣＨ構成が、前記第１のノードと前記
第２のノードとに共通である、Ｃ２に記載の方法。
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[Ｃ７]　前記第１のノードが、前記データを送信するために同期プロトコルデータユニッ
ト（ＳＹＮＣ　ＰＤＵ）を使用する、ここにおいて、前記ＳＹＮＣ　ＰＤＵが、前記第１
のノードと前記第２のノードとに共通である、Ｃ２に記載の方法。
[Ｃ８]　前記データの前記送信が、マルチメディア・ブロードキャスト・マルチキャスト
・サービス（ＭＢＭＳ）送信、ユニキャスト送信、または前記第１のノードと前記第２の
ノードとによる多地点協調（ＣｏＭＰ）送信のうちの少なくとも１つの一部である、Ｃ２
に記載の方法。
[Ｃ９]　前記第１のノードによって、前記第２のノードの送信ステータスに基づいて、前
記ＣＣＡが成功した前記無認可無線周波数スペクトル帯域のフレーム中に前記データを送
信すべきかどうかを決定すること
　をさらに備える、Ｃ２に記載の方法。
[Ｃ１０]　前記第２のノードによる前記データの送信を検出したことに応答して、前記フ
レーム中に前記第１のノードによって前記データを送信すること
　をさらに備える、Ｃ９に記載の方法。
[Ｃ１１]　前記フレーム中に前記データの前記第２のノードによる送信の欠如を検出した
ことに応答して、前記フレーム中に前記第１のノードによって前記データを送信すること
　をさらに備える、Ｃ９に記載の方法。
[Ｃ１２]　前記第１の事業者と前記第２の事業者との間の前記合意が、前記データを送信
するために割り当てられる前記第１のノードの帯域幅の割合を定義する、Ｃ１に記載の方
法。
[Ｃ１３]　前記第１の事業者と前記第２の事業者との間の前記合意が、あらかじめ定義さ
れた合意または機会主義的な合意のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１４]　前記第１のノードによって、前記データの前記送信に関する情報を受信するこ
と、前記情報が、ＯＡＭサーバ、前記第２の事業者に通信可能に結合された前記第１の事
業者のマルチキャスト協調エンティティ、前記第２の事業者に関連する第２のノード、前
記第１の事業者に関連する第３のノード、前記第２のノードによって送信されたサービス
情報公報、または前記第２のノードによって送信されたマルチキャストチャネルのうちの
少なくとも１つから受信される、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１５]　前記データの前記送信に関する前記情報が、前記データまたは前記データの前
記送信についての構成データのうちの少なくとも１つを備える、Ｃ１４に記載の方法。
[Ｃ１６]　ワイヤレス通信のための装置であって、
　無認可無線周波数スペクトル帯域を介して事業者の展開中の第１の事業者に関連する第
１のノードに対するクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を実行するための手段と、
　前記ＣＣＡが成功すると、前記無認可無線周波数スペクトル帯域を介してデータを送信
するための手段と、前記データが、前記第１の事業者と事業者の前記展開中の第２の事業
者との間の合意に従って前記第１のノードによって送信される、
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
[Ｃ１７]　前記第１のノードと前記第２の事業者に関連する第２のノードとの間で前記デ
ータの前記送信を協調させるための手段
　をさらに備える、Ｃ１６に記載の装置。
[Ｃ１８]　前記第１のノードによって、前記データの前記送信に関連するフレームのため
の前記ＣＣＡのロケーションを決定するための手段、
　ここにおいて、前記フレームのための前記ＣＣＡの前記ロケーションが、前記第１のノ
ードと前記第２のノードとに対して同じである、
　をさらに備える、Ｃ１７に記載の装置。
[Ｃ１９]　前記第２の事業者からの前記データの前記送信に関連するフレームのための前
記第２のノードのＣＣＡが失敗すると、前記第１のノードが前記データを送信する、Ｃ１
７に記載の装置。
[Ｃ２０]　前記データの前記送信に関連するフレームのための前記第２のノードのＣＣＡ
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が成功すると、前記第１のノードが、前記第２のノードによる前記データの送信と並行し
て、前記データを送信する、Ｃ１７に記載の装置。
[Ｃ２１]　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサに結合されたメモリと、ここにおいて、前記プロセッサが、
　　無認可無線周波数スペクトル帯域を介して事業者の展開中の第１の事業者に関連する
第１のノードに対するクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を実行することと、
　　前記ＣＣＡが成功すると、前記無認可無線周波数スペクトル帯域を介してデータを送
信することと、前記データが、前記第１の事業者と事業者の前記展開中の第２の事業者と
の間の合意に従って前記第１のノードによって送信される、
　　を行うように構成された、
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
[Ｃ２２]　前記プロセッサが、
　前記第１のノードと前記第２の事業者に関連する第２のノードとの間で前記データの前
記送信を協調させること
　を行うように構成された、Ｃ２１に記載の装置。
[Ｃ２３]　前記プロセッサが、
　前記第１のノードによって、前記データの前記送信に関連するフレームのための前記Ｃ
ＣＡのロケーションを決定すること、
　ここにおいて、前記フレームのための前記ＣＣＡの前記ロケーションが、前記第１のノ
ードと前記第２のノードとに対して同じである、
　を行うように構成された、Ｃ２２に記載の装置。
[Ｃ２４]　前記第２の事業者からの前記データの前記送信に関連するフレームのための前
記第２のノードのＣＣＡが失敗すると、前記第１のノードが前記データを送信する、Ｃ２
２に記載の装置。
[Ｃ２５]　前記データの前記送信に関連するフレームのための前記第２のノードのＣＣＡ
が成功すると、前記第１のノードが、前記第２のノードによる前記データの送信と並行し
て、前記データを送信する、Ｃ２２に記載の装置。
[Ｃ２６]　前記第１のノードが、前記データを送信するためにマルチキャストチャネル（
ＭＣＣＨ）構成を使用する、ここにおいて、前記ＭＣＣＨ構成が、前記第１のノードと前
記第２のノードとに共通である、Ｃ２２に記載の装置。
[Ｃ２７]　前記データの前記送信が、マルチメディア・ブロードキャスト・マルチキャス
ト・サービス（ＭＢＭＳ）送信、ユニキャスト送信、または前記第１のノードと前記第２
のノードとによる多地点協調（ＣｏＭＰ）送信のうちの少なくとも１つの一部である、Ｃ
２２に記載の装置。
[Ｃ２８]　プロセッサによって実行可能な命令を記憶するための非一時的コンピュータ可
読媒体であって、
　無認可無線周波数スペクトル帯域を介して事業者の展開中の第１の事業者に関連する第
１のノードに対するクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を実行するための命令と、
　前記ＣＣＡが成功すると、前記無認可無線周波数スペクトル帯域を介してデータを送信
するための命令と、前記データが、前記第１の事業者と事業者の前記展開中の第２の事業
者との間の合意に従って前記第１のノードによって送信される、
　を備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
[Ｃ２９]　前記命令が、
　前記第１のノードと前記第２の事業者に関連する第２のノードとの間で前記データの前
記送信を協調させること
　を行うために、前記プロセッサによって実行可能である、Ｃ２８に記載の非一時的コン
ピュータ可読媒体。
[Ｃ３０]　前記データの前記送信が、マルチメディア・ブロードキャスト・マルチキャス
ト・サービス（ＭＢＭＳ）送信、ユニキャスト送信、または前記第１のノードと前記第２
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のノードとによる多地点協調（ＣｏＭＰ）送信のうちの少なくとも１つの一部である、Ｃ
２９に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
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